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管外視察先の自治体におけるインセンティブ（報奨）事業の概要 

 

１ 千葉県柏市「かしわ予防ポイント制度」 

市が指定する活動（運動や社会参加、ボランティア活動）に参加することでポイントを付

与する制度。この制度専用の電子マネーＷＡＯＮカードにポイントが貯まっていく。 

対象は 40 歳以上の市民。早い段階からフレイル予防の意識付けをしていく意図から。た

だし、取り組みの効果を測る手法は確立の途上にある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 東京都北区「あるきたポイント」 

スマートフォンのアプリを利用したウオーキングポイント事業。アプリのインストール数

は前年比＋3,000 人前後で推移している。インセンティブは 1000 ポイントを１口として抽選

応募する方式とし、当選すると区内共通商品券

等を贈呈している。 

働き盛り世代をターゲットに、ウオーキング

の励行と見える化を図った取り組み。ただし歩

数の増加が住民の健康にどう影響しているかの

検討や想定されているものは現状なく、今後の

課題。 
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３ 東京都東大和市「東大和元気ゆうゆうポイント事業」 

65 歳以上の高齢者が対象。体操活動や市内のサロン活動に参加するとポイントを付与し、

貯まったポイントを景品に交換する。手帳にスタンプを押すアナログ方式であるため高齢者

に受け入れられやすい。新規の参加者獲得に結びつく取り組みとなるかが課題。 

 

 

 

４ 飯田市のインセンティブの考え方 

「楽しみながら日常の中で意識して歩くこと」がゆくゆくは地域経済につながるインセン

ティブになれば、それは無関心層の行動の変容に大きな効果が期待されると思う。 

ただ、こういったイメージは持っているけれどアプリの研究や選定には一定程度の期間が

必要。高度なアプリなど完成形を考えなくても、介護予防教室に通っているとアナログ手帳

方式、ラジオ体操の判子のようなイメージだけれど、そういった物がもらえて、一定量貯ま

ると良いことがある。 

そういったアナログでも介護予防の参加促進の効果が期待できると思うので、今できる仕

組みから考えて参りたい」 

 （市議会定例会 令和４年第３回定例会一般質問の答弁より） 


